
ゲイとバイセクシャルの男性の方々に向けた

サル痘に関する情報
ゲイとバイセクシャルの男性の方々の間での発症が多いが、
その他の人にも感染の可能性が十分にあります

サル痘の症状とは？

サル痘は誰でも罹る感染症です

サル痘とは？
発疹、肌のブツブツ、できもの、水疱

サル痘がゲイ、バイセクシュアルおよびその他の男性間での
み発生するという考え方は、公衆衛生への試みを損ない、
医療従事者が他の地域社会で発生するサル痘を見逃すこと
になります。

正しい情報に
基づく行動 相談・連絡 自主隔離 

発熱と頭痛 筋肉痛 リンパ節の腫れ

これらの症状は生殖器を含む体の至る
ところに現れ、梅毒、ヘルペスおよびそ
の他の発疹と類似しています。

感染件数の上昇によって
状況が著しく変化していま
すが、落ち着いて、Centers 
for Disease Control and 
Prevention(CDC)のウェブ
サイトで最新の情報と手引
きを確認してください。

症状が見られる場合、
病院を直接訪れるのは
避け、まず医療機関に電
話をして検査を予約しま
しょう。

症状が見られる場合自宅
でマスクを着用し、他の
方への感染を防ぐために
症状の現れている部分を
覆いましょう。

サル痘(Monkeypox)
は、サル痘ウイルスに
よる感染症で、主に経
口感染、性行為および
皮膚接触が感染経路
です。
現在一時的に感染件
数の報告が上昇してい
ますが、死者数の割合
は非常に少ないと推
定されています。

潜伏期間：５日-２１日間
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最新のアップデートおよびダウンロード可能なファイルはこちら：
Gay Sexuality & Social Policy Initiative @ UCLA Luskin

gaysexresearch.com

偏見の
防止

感染予防・対策

情報の更新：2022年5月27日

gaysexresearch.com


